
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 
 

学 校 名 垂井町立垂井幼稚園 

実 施 期 間 平成２６年１０月２９日（水） 

 

実 施 概 要 

・親子クッキング教室 
 垂井町食生活改善協議会の方と垂井町保健センター栄養士さんに、子ど
もの健やかな心と体を育む為に「何を」「どれだけ食べるか」ということ
と共に「いつ」「どこで」「だれと」食べるかという話を聞き、子ども自
らの手で食事作りや準備にかかわることの楽しさ・満足感・達成感を経験
する。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ５５ 人 
計 ７３ 人 

地域関係者 １８ 人 

 

実 施 状 況 

10:00全親子が遊戯室にて話を聞く。 

  ・エプロンシアター「虫歯の話」 

10:30保護者・栄養士の話を聞く。 

   園児・・食改の方より箸の持ち方の話を聞き、練習をする。 

10:45親子で、「３食ロール＆バラの花寿司」作りをする。 

   グループに分かれ、各テーブルに食生活改善推進員の方が付き、指
導をいただく。 

11:30親子で食事をする。 

   食後、保護者にアンケートを記入していただく。 

 

 

成果及び課題 

・家庭教育学級活動の一端として、親子が楽しくふれあい一緒に「３食ロ
ール・バラの花寿司」作りを体験した。子どもたちが、食事を作るため
に準備を必要とすることや、自らの手で作る楽しさを感じ、できた満足
感や達成感を味わうとともに保護者から褒めてもらい、自信に繋がった。 

・エプロンシアターは保護者と園職員が行った。日々知っていることも、
 改めて見たり聞いたりすることで、関心が高まる。歯を磨く理由や好き
 嫌いをしないで食事をすることについて、教師や保護者の演技を見るこ
 とで子どもにとって関心が高まった。 

・推進員の方が、一テーブルに一人付いていただいたことで、保護者も園
 児もわからないところを十分聞くことができ、丁寧な指導を受けた。 

・栄養士から子どもを褒める大切さを聞いたことで、保護者は寿司を作る
 わが子を褒める姿がたくさん見られた。直前に話を聞いた効果が大きい。 

・親子で作る事を通して、子どもが保護者から行動したことを褒めてもら
う喜びや一緒に作る楽しさを味わうことで家族の良さを感じる事ができ
た。     

 


